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海洋博公園 熱帯ドリームセンターでは、国内では世界自然遺産に登録された奄美大島の一

部地域のみでしか見られない「サガリラン」を令和 4 年 6 月 1 日（水）より展示いたします。 

サガリランは、自生地の開発や乱獲などを理由に絶滅の危機に瀕している植物です。そのた

め、「環境省版レッドリスト」では絶滅のリスクが極めて高いとされる絶滅危惧 IA 類（CR）に

選定されており、保全技術の構築が急務とされています。 

今回、絶滅危惧種保全活動の一環として培養技術構築に取り組む（一財）沖縄美ら島財団 

総合研究センター協力のもと、培養容器内で開花に至ったサガリラン（貴重な 1株）を展示で

きることとなりました。 

 

【サガリラン】 

《科名》ラン科  

《学名》Diploprora championii (Lindl. ex Benth.) Hook.f. 

サガリランは高い木の上に着生し、ぶら下がって生育する様子 

からその名前が付けられました。長く伸びた茎の途中から花芽を 

伸ばし、黄色い星形の花を多数咲かせます。 

  絶滅が危惧されるサガリランの展示を通して、生育環境調査と 

培養技術の研究を紹介し、保全活動の推進に繋げたいと考えてい 

ます。 

【場 所】熱帯ドリームセンター やんばるギャラリー（遠見台 2階） 

【料 金】入館料のみ 大人 760 円、小人（中学生以下）無料 

【見 頃】令和 4年 6月 12 日頃まで 

※植物の状態により、早めに展示終了となることがあります。 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

≪植物について≫ 海洋博公園管理センター 熱帯ドリームセンター係（中川） 

TEL 0980-48-3624 / FAX 0980-48-3785 
≪取材・資料貸出について≫ 海洋博公園管理センター イベント・広報係（松茂良） 

TEL 0980-48-2741 / FAX 0980-48-3339 

令和 4年 6月 1日 

奄美大島の絶滅危惧種「サガリラン」 

培養中に容器内で開花 展示中!! 

※新型コロナウイルス感染症対策を十分に講じた上で、展示しております。 

※ご来園の際は「海洋博公園 新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン」(HP 記載)を

ご確認ください。 

 

サガリラン（培養苗） 


